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【　戦　　評　】 記載者氏名 岡本典郎

前日にJHLチームを撃破した大同大学が再びJHLの湧永製薬に
挑む。高い壁でシュートを跳ね返す湧永製薬に対し大同大学は
ディフェンスラインを上げて守る。湧永製薬は仁平のカットイ
ン、稲毛のサイドや成田のロングシュートなどで順調に得点を重
ねるが大同大学も三重のサイド、原田（一）と原田（竜）のミド
ルシュートが決まり五分の立ち上がりを見せる。15分を過ぎる
と湧永製薬の攻撃に勢いが増し谷村のロングシュートなどで20
分までに11-8とリードする。しかしその後は大同大学GK横溝
の再三の好セーブもあり1点ずつを取り合う引き締まったゲーム
になる。大同大学は前半終了間際に得た7mスローも原田（一）
が確実に決め3点差のまま前半を折り返す。
後半は立ち上がりから湧永製薬が稲毛、原の巧みなポストシュー
トや成田の豪快なロングシュートで38分までに6連続得点し
21-12と突き放す。46分に湧永製薬が退場者を出すと大同大学
は間瀬のサイド、カットインと速攻による高木の連取などで49
分に6点差に戻し追撃態勢を整える。しかし54分過ぎの野村と
矢田の連取から再びペースを掴んだ湧永製薬は最後まで攻撃の手
を緩めることなく35-23で勝利を収めた。
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